
52020．1．15対対象 日日時 場会場 内内容 講講師 定定員 費費用 申申し込み 問問い合わせ凡例 市HP町田市ホームページ

http://www.city.machida.tokyo.jp/　　パソコン版・スマートフォン版・モバイル版がありますURL町田市ホームページ

お知らせお知らせ
ダンボールコンポストも対象です

生ごみ処理機等購入費 
補 助 金 制 度
　ご家庭の生ごみを減量したい、生
ごみ処理機やたい肥を使いたい方
は、生ごみ処理機等購入費補助金制
度をご活用ください。本体購入金額
の４分の３（上限２万円）を補助しま
す。
　なお、ダンボールコンポスト（セッ
ト販売のものに限る）も補助の対象
となります。
　申請方法や補助の条件等の詳細
は、町田市ホームページをご覧くだ
さい。
対市内在住の方（各種条件有り）
問３Ｒ推進課☎☎７９７・０５３０

生活支援団体補助金制度説明会
対日常生活で軽度な支援を必要とす
る方へ訪問による生活援助を実施し
ており、補助金による助成を希望す
る、地域住民が中心となって活動す
る団体
日２月５日㈬午後２時から
場市庁舎
定５０人（申し込み順）
申１月２９日までに直接または電話で
各高齢者支援センターの生活支援コ
ーディネーターへ（申し込みは１団
体２人まで）。

※助成の基準や補助金については各
高齢者支援センターへお問い合わせ
ください。
問高齢者福祉課☎☎７２４・２１４６

まちだ互近助クラブ説明会
　これまで「地域活動団体型サービ
ス」として実施していた制度を一部
変更し、「まちだ互近助クラブ」とし
て４月から実施します。
対住民が主体となって行う、介護予防
に役立つ活動（体操、運動、趣味の集ま
り、食事会等）の担い手となる団体
日２月１２日㈬午後２時～４時
場市庁舎
定５０人（申し込み順）
申２月８日までに直接または電話で
各高齢者支援センターの生活支援コ
ーディネーターへ（申し込みは１団
体２人まで）。
問高齢者福祉課☎☎７２４・２１４６

催し・講座催し・講座
家 族 介 護 者 教 室
対市内在宅高齢者の家族介護者
日２月１０日㈪午後１時３０分～３時３０分
場小川あんしん相談室
内笑いの体操とヨガの呼吸法を学
び、脳活性化ゲームで参加者と交流
定２０人（申し込み順）
申電話で南第１高齢者支援センター
（☎☎７９６・２７８９）へ。
問高齢者福祉課☎☎７２４・２１４０

カワセミ通信
町田市長　石阪丈一
１５６

パブリック
コメント
公　表

ご意見ありがとうございました

ご意見の概要 市の考え方

　昔と比べて、町田市は、治安の面
でとても良くなっていると思う。町
田市がより安全で安心できる街に
なるよう、これからもこの計画を進
めていってほしい。

　２０１８年の市内の刑法犯認知件数は、２９１５件
で、２０１３年の計画策定当初から１３２５件減少し
ており、町田市の治安は着実に改善しています。
今後も、本計画を着実に推進し、地域や警察署等
の関係機関と連携を図りながら、より安全で安
心できるまちづくりを推進してまいります。

　町田駅周辺で、風俗店か何かのス
カウトの人が、女性に声を掛けてい
る姿を目にすることがあるので、対
策をしてほしいと思います。

　悪質な客引きやスカウト行為につきまして
は、警察などの関係機関と対策を進めていると
ころです。今後も、関係機関と連携のうえ、対策
を強化してまいります。

　市では、「町田市安全安心まちづくり推進計画」の改定にあたり、皆さん
のご意見を募集しました。いただいたご意見は、計画改定の参考にさせて
いただきました。ご意見の概要と市の考え方をいくつかご紹介します。
○募集期間　２０１９年１０月１日～３１日
○応募者数　２人　　○意見件数　４件

町田市安全安心まちづくり推進計画
問市民生活安全課☎☎724・4003

　シジュウカラ、ヤマガラ、メジロや
コゲラなどの混群が里山や住宅地を
巡ってくる季節になりました。
　昨年末に小野路から下小山田にか
けての里山を訪れました。カケス、ル
リビタキやシロハラなど少し奥に入
ったところで見かける鳥に出会うこ
とができました。
　我が家の小さな庭にも餌台を置い
てヒマワリの種でシジュウカラなど
を誘致（？）しています。
　さて、これも昨年末ですが、小山地
区に、待望の子どもクラブ（児童館）
をオープンすることができました。
２００７年に相原地区に子どもセンタ
ー（大型児童館）の「ぱお」がオープン
して以来、小山地域の市民の皆さん
からは、「ぱお」は小山地域からは遠
い、小山地域にも、との多くの声をい
ただいてきました。
　「さん」が、今度の小山子どもクラ
ブの名前です。小山の子どもたちが
「太陽（ＳＵＮ）」「小山」「参加」「散歩」
という思いを込めて名付けたそうで
す。１階の玄関を入ると、左にボルダ
リングの壁があり、それを登って２
階に行くこともできます。
　明るい日差しがいっぱいに入る乳
幼児室では、飲食もできます。授乳室
もあります。２階には大きめの部屋、
遊戯室（プレイルーム）があり、卓球
やダンスの練習などにも使えます。

楽器の練習ができる防音室も備えて
います。
　子どもクラブは、鶴間・南町田地域
に昨年オープンした「つみき」に続い
て、この「さん」が市内５番目になりま
す。２０１６年４月に町田地区の子ども
センター「まあち」が開館し、５つの子
どもセンター（延床１５００㎡程度）整
備計画が完了しました。２０１７年度か
らは、規模としては子どもセンター
の３分の１程度になりますが、子ども
クラブの整備を進めています。
　これからも、順次、子どもセンター
が近隣にない地域に整備する計画
で、この４月には、６番目の施設とし
て三輪地域にオープンします。
　子どもの居場所や保護者、特にお
母さんのちょっと一休みができる場
所などさまざまなニーズに、多様な
施設を用意して、子育ての応援をし
ていきます。

子どもクラブ「さん」

公開している会議　傍聴のご案内
 

会議名 日　時 会　場 定　員 申し込み
町田市廃棄物減
量等推進審議会

１月２２日㈬午後6
時３０分～８時３０分

市庁舎２階会議
室２-１

１０人
（申し込み順）

１月２１日までに電話で環境
政策課（☎☎7２4・4３7９）へ

町田市国民健康
保険運営協議会

１月３０日㈭午前１０
時～正午

市庁舎２階会議
室２-１

３人
（申し込み順）

１月２4日までに電話で保険
年金課（☎☎7２4・4０２7）へ

町田市都市計画
審議会

２月３日㈪午前９時
３０分から

市庁舎３階第１
委員会室（予定）

１０人
（申し込み順）

事前に電話で都市政策課
（☎☎7２4・4２47）へ

町田市長期計画
審議会

２月３日㈪午後３時
～５時

市庁舎２階会議
室２-１

１０人
（先着順）

直接会場へ問企画政策課
☎☎7２4・２１０３

町田市教育委員
会定例会

２月7日㈮午前１０
時から

市庁舎１０階会
議室１０-３～５

直接会場へ問教育総務課
☎☎7２4・２１7２

町田市総合教育
会議

２月１０日㈪午前９
時から

市庁舎１０階会
議室１０-２～５

２０人
（申し込み順）

２月4日までに電話で企画
政策課（☎☎7２4・２１０３）へ

　現在、町田駅周辺の公共施設の複合化を検討しています。アンケートな
どでいただいた皆さんのご意見やアイデアを凝縮した「みんなのアイデ
アブック」をシンポジウムで公表します。
　公共施設・公共空間の新しいあり方について、みんなでワクワクするよ
うなアイデアを考えてみませんか。
日２月１１日㈷午後２時～４時１０分
場生涯学習センター
内①取り組み紹介「みんなのアイデアブック」～公共施設の再編について
②基調講演「公民連携をデザインする」③研究発表（テーマ「町田駅周辺の
公共施設再編案について」）④パネルディスカッション「中心市街地に求
められる公共施設・公共空間のより良いかたち」
講②公共Ｒ不動産・菊地マリエ氏③大原簿記医療秘書公務員専門学校町
田校の学生④町田市中心市街地活性化協議会会長・大塚信彰氏　他
定１５０人（申し込み順）
申２月６日までにイベントダイヤル（☎☎７２４・５６５６）またはイベシスコー
ド１９１１２２Ｂへ。

公共施設の未来を一緒に考えていきましょう。
ご意見は企画政策課（遍ｍｃｉｔｙ3270＠ｃｉｔｙ．ｍａｃｈｉｄａ．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ）で受け付けています。

問企画政策課☎☎７２４・２１０３
未来の未来の場場

かたちかたち

⑯⑯みんなでつくる

町田駅周辺の公共施設を考えよう！
町田市公共施設マネジメントシンポジウム

町田市安全安心まちづくり
� 推進計画を改定しました
　市では、「町田市安全安心まちづくり推進計画」を２０１３年１２
月に策定し、安全や安心に関する事業を実施してきました。
２０１６年１２月の改定から３年が経過し、現在の治安情勢や社会
環境に適合したものとするため、計画を改定しました。
　冊子は、市政情報課（市庁舎１階）で販売しています（１冊１００
円）。なお、町田市ホームページでダウンロードもできます。

問市民生活安全課☎☎724・4003

　詳細は、町田市ホームページで公表するほか、次の窓口でも資料を配布します。
市民生活安全課（市庁舎３階）、広聴課・市政情報課（市庁舎１階）、男女平等推進セン
ター（町田市民フォーラム３階）、木曽山崎連絡所、各駅前連絡所、各市民センター、
生涯学習センター、各市立図書館、町田市民文学館


